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6.販路拡大等の提案

「愛知ビジネスパーク いざ検索！」は、地域の商工会議所と金融機関が連携した東海三県初のビジネス専門のポータルサイトで
す。5地域（蒲郡、豊田、瀬戸、安城、西尾張）の事業所が参加しており、当金庫が属する西尾張地域では、2012年3月より尾張五市商
工会議所（一宮・津島・稲沢・江南・犬山）と連携し、「愛知ビジネスパーク いざ検索！」に参加しております。
愛知ビジネスパークは、569先（2021年3月末現在）の企業が登録をしており、そのうち西尾張地域の登録企業数は100件

（2021年3月末現在）と、多くのお客様に登録いただいております。

■「愛知ビジネスパーク いざ検索！」への参加

販路拡大の経営支援を行うため、当金庫の持つ「つなぐ力」を発揮し、地域の事業者様の商品、サービスおよび技術などをWebサ
イトで広く一般に情報提供することを目的とした、当金庫独自のビジネスマッチングサイト「いちいWebマルシェ」を開設しました。
当金庫ホームページの「いちいWebマルシェ」Webページにおいて、当金庫取引先事業者様を業種別に仕分けしたうえで、「新商
品情報」、「おすすめ商品情報」、「受発注情報」、「技術提携・共同開発情報」「商品（製品）画像」等を掲載しております。掲載情報は、
サイト利用者（閲覧者）様、当金庫役職員で共有してマッチングを図ります。

■「いちいWebマルシェ」の開設

２０２０年１２月１日から２０２０年１２月３１日までの間、「お菓子フェア２０２０」を開催しました。
２０２０年度は、新型コロナウイルス感染防止の観点から、「展示即売会」の代わりに「いちいお菓子フェア」のチラシ（割引クーポン
付）を作成し、出展業者様４８社を一覧で紹介したほか、当金庫のホームページに「いちい信用金庫オンラインお菓子フェア」Ｗｅｂペー
ジを開設し、出展業者様の店舗情報、商品情報、店舗ＨＰリンク、商品注文サイトリンク等を掲載してインターネット上で紹介しました。
開催期間中、ご利用いただいたクーポン券は２，１８１枚、クーポン券を利用してお買物された金額は３，３１７，８６１円となり、出展

業者様へのアンケート結果では、「非常に有益であった」と「有益であった」が７５．０％と、７割以上の出展業者様から、有益であったと
のご回答をいただきました。
また、売上の影響について「大いに増加した」と「若干増加した」が７０．８％と、７割以上の出展業者様の売上増加に貢献できました。
コロナ禍において、地元お菓子業者様等の売上増加につながっており、今後も、経営支援の一環として「お菓子フェア」を開催してま

いります。 

■「お菓子フェア」の開催 いちい信用金庫は、地域の活性化のため、中長期的な視点に立ち、自主的・創造的な取り組みを推進しております。

いちい信用金庫は地域の活性化に努めています

地域の活性化に関する取組状況
地域経済活性化の取組み

2013年4月より当金庫の営業地域で事業をされている法人・個人事業主の方を対象に福利厚生サービスを開始しまし
た。ご契約いただいた事業先の事業主・役員・従業員の皆様が当金庫の指定するローン商品または定期積金をご契約され
る際、金利優遇させていただきます。
さらに、LINEによるグルメやスイーツなどの優待券を配付しております。優待券は今後も順次追加する予定です。

「福利厚生パートナー契約」

　2011年１０月に修文大学・修文大学短期大学部、2013年７月に
名古屋芸術大学、2015年３月に愛知学院大学、2015年７月に名古
屋商科大学、2018年１２月に朝日大学と連携協定を締結しており
ます。
　現在までに、地域企業の製品開発支援、講師の相互派遣、インタ
ーンシップの受け入れなど、様々な連携事業を行っております。
　2020年11月10日、修文大学短期大学部において、「日本の金融
経済」と題した金融講座を開催しました。

「産学連携」

地域貢献への取組み
「換金業務の取扱い」

「景況レポート」の発行

「岩倉市」・「津島市」・「江南市」・「犬山市」・「愛西市」・「蟹江町」

2020年度は、次の5市1町のプレミアム付商品券換金業務を行いました。

　当金庫のお取引先企業800社に景況等をお尋ねし、その調査結果を分析した「景況レポート」を四半期
ごとに発行・配布し、地域の経済動向等の情報を提供しています。

「いちいレディースクラブ」
女性経営者、女性起業家またはＮＰＯ等で活躍している女性を会員として、講演会、経営研究会、異業種交流、見学会等の活

動を行い、会員企業の発展と地域社会の繁栄に貢献しています。
会員数31名（2021年3月31日現在）

　中小企業の次世代を担う若手経営者、後継者を会員として、講演会、分科会、見学会等の活動を行い、会員企業の発展と地
域社会の繁栄に貢献しています。
会員数53名（2021年3月31日現在）

「次世代クラブ」
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自然環境の維持および改善に努めることは、企業市民としての社会的責任であり、環境への負荷の軽減に努力
することは資源を消費する企業としての責務です。いちい信用金庫は環境保全活動に積極的に取り組んでいます。

当金庫は、信用金庫が果たすべき役割として、事業活動におけ
る環境負荷の低減に努めるとともに、環境配慮型金融商品の取
扱いなど、環境保全に寄与する金融サービスの提供に努めます。
また、地域の環境保全活動、資源保全活動に積極的参画を通
じて、地域への社会貢献に努めます。

【取組方針】
１ 電力使用量・ガソリン使用量の削減により、二酸化炭素排
出量の削減に努めます。

２ 紙資源の使用量削減・リサイクル徹底により、廃棄物のリ
サイクルに努めます。

３ 水使用量の削減に努めます。
４ 省エネ設備機器等の導入により、エネルギー使用量の削
減に努めます。

５ 事務用品等はグリーン購入法適合商品の購入に努めます。
６ 環境問題へ積極的に取り組んでいるお客さまを支援する
ため環境配慮型融資商品や、環境問題をアピールする預
金商品の開発を推進します。

７ 地域社会の一員として、清掃活動など地域の環境保全活
動に積極的に参加するとともに、自然環境の大切さなどを
積極的にアピールし、信頼される金融機関を目指します。

８ 環境関連法令・規則等の遵守を徹底します。

環境宣言
環境問題への取組方針

地球温暖化対策については、信用金庫業界を挙げて取り組んでいます。
当金庫は、2008年度～2020年度の期間で環境自主計画を策定し、エネルギー使用量の削減を実施しています。
本部および営業店ごとに2008度から13年間で15％削減を数値目標として設定し、電力使用量、ガソリン使用量、コピー

用紙使用量の削減に努めています。

■ 環境自主行動計画の策定・実施

2009年11月から、「エコキャップ」運動を全営業店で実施しています。ペットボトルのキャップを集め、ＮＰＯ法人エコ
キャップ推進協会を通じてリサイクルに利用し、その収益金で開発途上国の子どもたちにポリオワクチンを提供するととも
に、再資源化によるＣＯ2削減に寄与しています。
2021年3月末時点で、23,225,059個、ワクチン27,501人分、ＣＯ2削減量に換算すると173,260kgが集まっています。

■ エコキャップ運動の推進

環境問題への取り組みに係る組織

環境負荷低減設備を導入するために必要な設備資金および運転
資金や環境マネジメントシステム認証取得に関する資金などにご利
用いただけるローンの取り扱いを2011年9月より開始しました。

■ 環境改善ローン「ECOアクション」

環境にやさしい車社会実現のためにハイブリッドカー、電気自動車等、エコ
カーの購入や修理費用等にご利用いただけるローンを取り扱いしています。

■ クリーンマイカーローン

愛知県建築物環境配慮制度の「CASBEEあいち」等による評価結果が
一定基準以上の住宅、または太陽光発電装置、家庭用燃料電池等の省
エネ設備工事を伴う住宅について、新築、購入および増改築する場合に、
金利方式選択型住宅ローンおよび住宅ローン「ゆとり」、リフォームロー
ン、リフォームプランまたは無担保住宅ローンの金利を優遇いたします。

■ 「住宅ローン」「リフォームローン」「リフォームプラン」
　 「無担保住宅ローン」の金利優遇

事業活動における環境負荷の低減に努めています

環境に配慮した商品を提供しています 環境保全活動を積極的に行っています

自然を大切にするとともに、子どもたちに夢を与えたいとの思い
をこめて、本店隣地に「ホタルの庭」を造園しました。子どもから大
人まで多くの方々に環境問題に関心をお持ちいただくことを願っ
て、ホタルを卵から成虫になるまで
1年をかけて大切に育てて
います。
毎年６月ごろには、地域の
方々に観賞していただいてい
ます。2020年度は、新型コロナ
ウイルス感染拡大を考慮して、
「観賞会」の開催を見合わせま
した。
なお、「『ホタルの庭』の造
園・観賞会」は、2011年6月に
第14回「信用金庫社会貢献賞」
の特別賞を受賞しました。

■ 「ホタルの庭」

いちい信用金庫は環境にやさしい取り組みを行っています

常務会

環境計画推進委員会
・削減計画推進方法の協議

・削減計画の進捗状況の把握等

各部店
・削減計画推進

・削減計画進捗状況の管理　・改善点の提言

総務部
・環境計画推進委員会事務局

・環境計画に関する事項の取りまとめ
・本部、営業店のエネルギー使用量の管理

・削減計画進捗状況の管理

本部各部
・エネルギー使用量の削減計画の推進

　当金庫はネーミングライツ・スポンサーとして公共施設の運営に寄与し、広く皆さまにご利用いただくことによって、スポーツ
振興や交通安全の啓発などの地域活性化に貢献しています。
　なお、当金庫は一宮市総合体育館が開館した2011年から館内の第二、第三競技場のネーミングライツ契約を結んでおり、
2021年4月1日から第一競技場に関しても「いちい信金アリーナ」としてネーミングライツ・スポンサーとなりました。

◆ネーミングライツとはスポーツ施設や公共施設などの名称に、企業の社名やブランド名を付けられる権利です。

愛称：いちい信金スポーツセンター
名称：愛知県一宮総合運動場 名称： 一宮市総合体育館第一競技場

　　  一宮市総合体育館第二競技場
　　  一宮市総合体育館第三競技場
愛称：いちい信金アリーナ

いちい信金アリーナA
いちい信金アリーナB

名称： 銀座通り歩道橋(一宮市)
愛称：いちい信用金庫

ふれあい歩道橋

「ネーミングライツ・スポンサー」

本店2階の「いちいホール」および「ホワイエ」を、お取
引先の皆さま方に、地域の文化活動の場としてご提供し
ています。
「いちいホール」は、客席数240席で講演会、コンサー
ト、研修会などにご利用いただけます。「ホワイエ」は絵
画・書道など各種展示会や作品発表会が開催できます。
「いちいホール」の客席は可動式になっているため「ホワ
イエ」と一体で利用することもできます。
また、駅西支店の多目的ホール「バイオレットホール」
および神明津支店の会議室を地域の方々へ文化活動の
場として提供しています。

「いちいホール」ご利用のお問い合わせ先　　 　いちい信用金庫 総務部　　　

詳しくは、最寄りの営業店におたずねいただくか、いちい信用金庫ホームページをご覧ください。

「バイオレットホール」ご利用のお問い合わせ先　いちい信用金庫 駅西支店　　
「神明津支店会議室」ご利用のお問い合わせ先　 いちい信用金庫 神明津支店　

○いちいホール

多目的ホールをお取引先の皆さま、地域の皆さまに提供しています

「アンサンブルいちい」
　当金庫音楽部「アンサンブルいちい」は、福祉施設などへの
慰問演奏会を主な活動としています。
　2020年度は、新型コロナウイルスの感染拡大を考慮して、
「演奏会活動」を見合わせました。

「ふれあいクラブ」
　当金庫で年金をお受け取りになる方を対象にしたサーク
ルです。「お誕生日プレゼント」のほか、「観劇会」や「旅行会」
を開催しています。
　2020年度は、新型コロナウイルスの感染拡大を考慮し
て、「観劇会」や「旅行会」の開催を見合わせました。

「公益財団法人 いっしん育英会」
地域にとって有能な人材を育成するため、旧一宮信用金庫の創立50周年記念事業として1986年に「いっしん育英会」を設

立し、大学、大学院へ進学される皆さまに奨学金を貸与する教育助成事業を行っています。2021年度までに711名の方にこの
制度をご利用いただいています。

TEL：0586（75）6202
TEL：0586（45）6620
TEL：0586（72）8381


